
第 8 回勉強会「コミュニティの果たす役割について」 

1 班 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

み
ん
な
の
創
意
で 

進
め
よ
う 

現在の自治会に必要

なこと、不必要なことを

整理して解決する 

コミュニティ形成の基本は自

治会活動にある（みんなが

快く参画できる自治会になる

よう努力していくことが大事） 

地域コミュニティの新

たな構築が望まれる 

自治会があるのに、コミ

協が必要なのか、みん

なで考える必要がある 

テーマコミュニティと

地域コミュニティを融

合するものとは？ 

地方自治のあり方 

特に財政と行政サービス 

財政問題は、真の

自治問題である 

コミ協役員と自治会役員

の兼任は避けるべき 

毎年、自治会役員のなり

手がいないと聞くが、全体

に募集している？行事を

縮小することも考える

自治会役員の閉鎖的な

感じを受けることがある

（気軽に参加できない） 

市議会議員制度改

革、直接民主主義と

の融合を望む 

自治会役員に若手住

民を登用し、新しい感

覚で運営していくべき 

自治会の班割と役員

の持ち回り制度、毎月

の集会に疑問あり 

新住民ばかりの地域と古

い地域との生活状況の差

が大きい（商店、病院、交

通、道路整備など） 

家族構成、年齢、職業

等はまちまちなので、平

等な参加は難しい 

新住民、特に若い人

は自治会参加を嫌

がる傾向にある 

住民の価値観の多様化に

より 1 つの自治会をまとめ

るのは大変。活動を限定

すればよいのでは？ 

自分ができる役

割を果たすべき 

自治会加入を積極的に

進め、みんなが行事に

参画できるようにしたい 

市の審議会などに、会長な

どが形式的に参加するのが

問題（自治会全体に募集を

かけるべきでは？） 

縦と横のコミュ

ニティで分類 

コミュニティの役

割を明確にする 

住民が地域コミュニティ

の必要性を共通認識と

して持つことが大事 

親睦・交流を図る 

地域の人たちとの交

流がほとんどない 

地域住民との接

点がないため共

通の目的がない 

子どもたちの住教育（ふ

るさと意識、新しい公共）

子ども会（育成会）

のリーダー育成 

子どもか ら始

める自治教育 

安心・安全の確保－

行政に頼らず、でき

ることは地域でやる 

安心・安全のまちづく

りに自治会が中心とな

って活動していく 

コミュニティ

の在り方 

運
営
方
法 

議会 

子ども

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
課
題

地域のつながり 

安心・安全 
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２班 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 

ご
近
所
の
底
力 

子
育
て 

防
災 

防
犯
を 

目的別行政サービス

を基本に自治会のあ

るべき姿を考える 

自治会の恒例事業が多い

ので簡素化した方がいい 

生活の安全（登校、独居老人）の

見守りのため自治会を発展させる 

年代格差や年代

による担当業務

の見直しを図る 

自治会の運用規

則を改善する 

各地区の運営差

を改善する 

若い人は自治会に入会

しない人が多い 

公民館単位で市民の要求

に基づいたコミュニティが

あるが、働く人のための

「もの」が不足している 

自治会は、住民が仲良く

親密になることで防災・防

犯、子育て、ゴミ問題など

生活全般が住みよくなるた

めに活動するべき 

自治会の規則（キマリご

と）にある程度の強制力

も必要ではないか 

コミュニティを 5 地区に統合、

独立した組織とし、自分たちの

ことは自分たちでやる 

自治会はもう少し地

域のための活動をし

てほしい（活動不足）
昔の｢向こう三軒両どな

り｣にはしてほしくない 

審議会等に選出されている

自治会長やコミ協の会長な

どの発言がほとんどないの

は問題では？ 

旧町村の名残である現在の区

割り制は改善するべきでは？ 

自治会の風通しの

悪さを改善する 

日本国民の法令遵守意

識の向上が求められる 

負担をみんなが行

い、明るい社会建設

を推進する 

その他のコミュニティは他

の地域との交流のために

有効的に活動するべき 

自治会は困ったと

きの相談所（理想）

各家庭の共通意識

をいかに醸成するか

が難しい問題である 

地元親睦というが地元

が信頼に値するか極

めて疑問 

運用の改善 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
課
題 

その他 

自
治
会
の
必
要
性

市民の意識向上 

13 地区センターの積極的活動の発展 

● 子育て支援センターの設置 

● 高齢者の話し合いのできる場所づくり 
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★ 

自
主
性
と 

柔
軟
性
で 

活
力
を
！ 

統制が取りやすい 

地域コミュニティ テーマコミュニティ 

自治会も高齢化が進み

全てを行うのは困難、よ

り広域的な対応も必要 

自治会が活動する

会場もバリアフリ

ーにするべき 

新住民と旧住民の交流が盛ん

な自治会もあるが、自治会に入

会していない人との対応が課題 

自治会は地域に縛ら

れる傾向があので、緩

やかな組織にする 

災害時の自治会の関

わり方が分からない 

補助金の使われ

方が不透明 

自治会では特定の人

しか議論していない 

自治会は若返り

が必要（旧態依

然としている） 

自治会の活動はマ

ンネリ化している 

活動はせず、自

治会費のみ納め

ている人もいる 

個人の意見に左右

させる場合がある 

現役のサラリーマ

ンをいかに取り入

れるかが課題 

越谷市全体をカバー

するテーマ別団体はコ

ミュニティに入れない 

行政としても、目指す

まちづくりの方向性を

具体化する努力をする

コミュニティを自由に

発足できる環境づくり

を行政に期待 

自治会、連合自治

会、コミ協の役割

を明確にする 

コミ協にも市民団体や

ＮＰＯが自由に参加で

きるようにするべき 

コミ協へ参加しやすく

して、大勢の人に活動

をわかってほしい 

コミ協、自治会に若手

の参加を呼びかける 

コミ協を柔軟な組織に

して、やりたい人をもっ

と参加させる 

自ら進んで入会するので、

意欲的にいろいろなもの

ができるメリットがある 

レイクタウン新駅の開業

で市域を超えたコミュニ

ティができるのでは？ 

既存のコミュニティを

補填する役割をテーマ

コミュニティが果たす

場面もあるのでは？ 

柔軟性があり、個人の

意見が尊重される 

新しいことに取

り 組 み や す く 、

今後期待される 

多くの人たちの同意が

得られやすい 

テーマ別コミュニティ

にもしっかり助成を

行うべきだ 

活動の考え方にバラツキ 期待 

柔軟に活動 

マンネリ化 
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4 班 

 

 

 

 

 

 

★ 

つ
な
が
り
は 

人
と
人
と
の
や
る
気
力 

 
 
 
 
 
 

老
い
も
若
き
も 

大
き
な
輪
に

 

現状の評価 改めたい事項 

防災対策の統一

性は現状でよい 

防災・防犯、安心のまちづくり

の基本は各集団（自治会や子

ども会、民生委員など）の連携 

盆踊りは続け

ていきたい 

同じ地域に住んで

いることの共通利

害が薄まっている 

自治会は平等な参加

権があるのがいい 

自治会は地域の最低区

分として分かりやすい 

どのように発展させるか

が課題 

自治会活動に参加

すると地域の人と

のコミュニケーショ

ンが広がる 

子ども会と自治会を一

緒にしたら老若男女の

交流が図れる 

自治会の役割を明

確にする 

若者が参加しない自

治会活動を見直す

必要がある（自治会

活動の充実） 

大多数の人の自

治意識が希薄 

女性の自治会長を選出

する（女性の自治会長

がいないのはなぜ？） 

地縁・血縁の風土

を改める 

自治会、コミ協、ＮＰＯなどの

各団体の目的と活動を有機

的に調整する努力が必要 

人がテーマごとに

集まれる居場所を

たくさんつくる 

少子高齢者社会の

ニーズを受け止めら

れる集団が必要 

越谷市の拡大

の限界は？ 

多様な参加の形（自治

会、コミ協、ＮＰＯ、ボラ

ンティア団体など）を引き

出せるような受け皿とな

る協議会が必要 
今の社会制度は複雑で知識が必要だ

から、地域サービスの充実が人々の

絆を強めると思う（子育てサービス、配

食サービス、高齢者サービスなど） 

目指すまちづくりの

コンセプトが未定 

防
犯
・防
災 

地
域
の
つ
な
が
り


